
 

 

 

 

セミオープンシステムとは、妊娠中や分娩後の経過観察を産科施設と連携して行うシステムです。 

当センターで行っているセミオープンシステムには、 

妊婦健診を産科施設と連携する「①妊婦健診型セミオープン」と、 

分娩後の経過や健診を産科施設と連携する「②分娩後セミオープン」があります。 

通いやすい産科施設で妊婦健診や分娩後の経過を診る事は、通院時間や診療の待ち時間の短縮などの

メリットがあります。セミオープン希望の妊婦さんが、夜間・休日に出血や腹痛などの急な症状がある場

合は当センターでも対応が可能です。 

妊婦健診中に母体や胎児に疾患が認められた場合は、当センターで経過を診る場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪大学医学部附属病院 総合周産期母子医療センター 

セミオープンシステムのご案内 

セミオープンシステムのメリット 

⚫ メリット 1 

妊婦健診の多くを自宅近くの産科施設で受けることができます。 

⚫ メリット 2 

当センターで胎児超音波スクリーニングを受けることができます。 

⚫ メリット 3 

緊急事態が発生した際には、当センターが可能な限り対応します。 

⚫ メリット 4 

当センターでの両親学級にも参加できます。 
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【①妊婦健診型セミオープンについて】 

・妊娠 10 週から 18 週まで 

連携施設で予定日決定後に紹介状を持って当センターへお越しください。 

連携施設で初期検査を実施した場合は、結果もご持参ください。 

* セミオープンシステムについて当院産婦人科医および助産師より説明いたします。 

* 無痛分娩をご希望の場合は、件数に制限がありますので、早めにご相談ください。 

* 妊娠初期に当院を受診し「①妊婦健診型セミオープン」を希望される方は外来主治医までお伝えくださ

い。 

・妊娠 28 週頃 

当センターで妊娠後期の胎児超音波スクリーニングと妊婦健診を行います。 

連携施設で糖負荷試験を行った場合は結果をご持参ください。 

・妊娠 34 週以降 

出産まで当センターで妊婦健診を行います。 

その際は連携施設からの紹介状をご持参ください。 

* 母体や胎児に疾患がある場合は少し早めに受診していただくこともあります。 

・分娩後 

原則として母児の経過に問題がない限り、産後 2 日目に「分娩後セミオープン連携施設」に転院してい

ただきます。 

産後健診は連携施設で受けていただきます 

なお、妊娠糖尿病の方は産後に糖負荷試験が必要ですので、産後 2 か月頃に当院へ検査を受けに来てく

ださい (当院退院時に予約をお取りします) 

 

★当院で胎児超音波スクリーニングを受けることが可能です 

妊娠初期 (11 週～13 週) と妊娠中期 (18 週～20 週頃) に胎児超音波スクリーニングを受けていただ

くことができます。3D・4D 画像を含み、可愛い赤ちゃんをご家庭でもご覧いただけます。ご希望がござ

いましたらご連絡下さい。 

* 大阪大学で導入している患者支援アプリ (ウェルコネwellcne) ではいつでも超音波画像 (2D、3D) を

見ることができます。 

* なお、妊娠後期(28 週頃)には原則として皆様当センターで胎児超音波スクリーニングを受けていただ

きます。 

 

★出生前診断（NIPT など）について 

希望される場合は、当院で受けていただくことが可能です。詳しくは当院遺伝子診療部ホームページを

ご覧ください。 

大阪大学医学部附属病院 遺伝子診療部 http://www.hp-gensel.med.osaka-u.ac.jp/ 
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【②分娩後セミオープンについて】 

・妊娠 28 週頃 

分娩後に転院する施設をリストから選んでください。 

連携施設が受け入れ可能か大阪大学医学部附属病院患者包括サポートセンターを通して問い合わせを行

います。 

途中で施設の変更希望がありましたらすぐに外来主治医に相談をしてください。 

* ①妊婦健診型セミオープンをご利用いただいた方で、もともとの連携施設が分娩後セミオープンもし

ている場合はその施設にお戻りいただきます。 

・妊娠 30 週頃 

必要に応じて連携施設を受診し、入院後の生活などを聞いてもらいます。 

・産後 1 日目 

当院と連携施設の間で転院が可能かどうかの確認をいたします。 

・産後２日目 

分娩後の経過に問題がない場合はタクシーか自家用車で連携施設に移動して頂きます。 

・産後 3 日目以降 

退院まで連携施設でお過ごしください。産後健診 (2 週間・1 か月・乳児)も、原則として連携施設で行い

ます。産後の状態や連携施設の受け入れ状況により当センターでそのまま継続して経過観察を行う場合

もあります。 

 

★産後健診は連携施設で受けていただきます 

なお、妊娠糖尿病の方は産後に糖負荷試験が必要ですので、産後 2 か月頃に当院へ検査を受けに来てく

ださい (当院退院時に予約をお取りします) 

 

★費用について 

当院での費用は入院から産後 2 日目まで、連携施設での費用は産後 2 日目から退院までです。 

(産後 2 日目は両方の施設で料金が発生します) 

連携施設での費用は施設に直接ご確認ください 
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【セミオープン連携施設一覧】 

(希望される施設 (病院・クリニック・助産院含めて) に最大第 3 希望まで記入してください) 

病院・クリニック 住所 ① 

妊婦健診型 

ｾﾐｵｰﾌﾟﾝ 

② 

分娩後 

ｾﾐｵｰﾌﾟﾝ 

希望 

施設 

直原ウィメンズクリニック 豊中市新千里南町 2-11-1 〇 〇  

城クリニック 吹田市元町 26-10 〇 ×  

あやフラウクリニック 茨木市舟木町 2 番 4 号 3 階 〇 ×  

阪神バースクリニック 尼崎市小中島 2-20-16 〇 ×  

吹田徳洲会病院 吹田市千里丘西 21-1 × 〇 

(産後ｹｱも) 

 

神田マタニティクリニック 吹田市江坂町 3-31-5 × 〇  

神田マタニティクリニック 

婦人科分院 

吹田市江の木町 5-26 プラトゥ

ビル 3 階 

〇 ×  

聖バルナバ病院 大阪市天王寺区細工谷 1-3-18 〇 〇  

たかせ産婦人科 豊中市上野東 2-6-15 〇 〇  

飯藤産婦人科 吹田市泉町５丁目６−６ 〇 〇  

箕面レディースクリニック 箕面市牧落 3-3-33 〇 〇  

なりもとレディースホスピタル 枚方市岡東町 14-28 〇 〇  

ふかみレディースクリニック 川西市栄町 12-8-4F 〇 ×  

恵仁会田中病院 茨木市東奈良 3-16-31 〇 〇 

(産後ｹｱも) 

 

大阪回生病院 大阪市淀川区宮原 1-6-10 〇 ×  

高石市立母子保健センター 高石市羽衣 4-4-26 〇 〇  

anneau (アノウ) 助産院 箕面市西小路 4-9-35 〇 〇  

めぐみ助産院 大阪市都島区高倉町 1-2-27-805 〇 

(訪問のみ) 

〇 

(訪問のみ) 

 

ひょうたんやま助産院 東大阪市喜里川町 2-18 〇 〇  

プリマ助産院 池田市八王子 1-7-3 〇 〇(訪問可)  

みつばち助産院 堺市美原区大保 13 〇 〇  

ゆう助産院 東大阪市小阪 1-4-37 〇 〇  

* 妊婦健診型セミオープンと分娩後セミオープンの両方をしている施設を利用される方は原則として同

一施設を選んでください。 

* 分娩後セミオープン施設として助産院を希望される方は、妊娠経過や分娩経過から助産院での受け入

れが困難となることがありますので、入院主治医と相談してください。 

* 費用については各施設にお問い合わせください 

* 面会ルールなどは各施設のルールに沿って行ってください。  

患者さん向け資料 

https://www.suita.tokushukai.or.jp/section/%e3%83%90%e3%83%bc%e3%82%b9%e3%82%bb%e3%83%b3%e3%82%bf%e3%83%bc/%e5%a4%a7%e9%98%aa%e5%a4%a7%e5%ad%a6%e4%bb%98%e5%b1%9e%e7%97%85%e9%99%a2%e7%94%a3%e7%a7%91%e3%81%8b%e3%82%89%e3%81%94%e8%bb%a2%e9%99%a2%e3%81%95%e3%82%8c%e3%81%a6%e3%81%8f%e3%82%8b%e6%96%b9%e3%81%b8/


 

セミオープン可能かどうかの当センター基準 
病院、クリニック 助産院 

産後転院 産後ケア 

 

身体的所見 

(非妊時 

あるいは 

妊娠初期) 

□年齢 45 歳以上 不可 不可 不可 

□BMI (［体重 kg］÷［身長 m2］) 35 以上 不可 不可 不可 

□収縮期血圧 140mmHg 以上，拡張期血圧 90mmHg 以

上 

不可 不可 不可 

□尿蛋白陽性 可 不可 不可 

□尿糖陽性 可 不可 不可 

□状態が安定していない疾患、大きな心臓手術後や一部

の精神疾患など状態が安定していても大学での経過観察

が必要な場合 

不可 不可 不可 

既往歴 □通院が不要な内科・外科疾患、治療中でも状態が安定

していると主治医が判断した場合 

可 不可 不可 

□子宮奇形あり 可 可 不可 

□帝王切開症例 可 可 不可 

今回の 

妊娠中と 

産後の 

母体合併症 

□妊娠糖尿病 食事療法のみ 可 可 可 

□妊娠糖尿病 インスリン使用 不可 不可 不可 

□妊娠高血圧症候群、HELLP 症候群、子癇 不可 不可 不可 

□常位胎盤早期剥離 不可 不可 不可 

□分娩時出血 >1000ml (羊水抜き) 不可 不可 不可 

□子宮内反 不可 不可 不可 

□産後に血小板 <10 万 不可 不可 不可 

□Ⅲ度以上の会陰裂傷 不可 不可 不可 

□重症仮死児（5 分後Ａpgar スコア ＜7） 不可 不可 不可 

新生児 □出生体重 <2,300g 不可 不可 不可 

□出生体重 <2,500g 可 不可 不可 

□出生体重 2,500 - 3,800g 可 可 可 

□出生体重 >3,800g 可 可 不可 

□出生週数 <36 週 不可 不可 不可 

□出生週数 36 - 37 週 可 可 不可 

□経過観察が必要な体表ならびに内臓形態異常児 不可 不可 不可 

□GBS 陽性の母体から出生 可 不可 不可 

□先天性感染症児（サイトメガロウィルス等） 不可 不可 不可 

□運動神経麻痺（脳性麻痺、腕神経叢麻痺等） 不可 不可 不可 

□日齢 2 でミノルタ 9 以上 要相談 不可 不可 

□日齢 2 でミノルタ 9 未満 可 可 可 
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